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研究成果の概要（和文）：低生産性家畜品種を取り上げ、経済性に劣るとされる家畜・品種集団が現実に備えて
いる形質の機能形態学的特徴の把握を進めた。低生産性品種がこれまでどのようにして人間社会に受け入れられ
てきたかを検証し、低生産性家畜品種を継承するための課題を検討した。低生産性というキーワードの下で、
「命と人間の接触面の学融合的解析」を実行したといえる。結果、生物学的に集団の特性を解析するのみなら
ず、家畜や育種、畜産に向けられる社会の価値観、家畜・牧畜の起源と狩猟の精神性をも包含した「低生産性家
畜継承モデル」を提起した。

研究成果の概要（英文）：We focused on the low-productivity livestock population and proceeded to 
understand the functional and morphological characteristics of traits that are considered to be 
economically unreasonable. We examined how low-productivity populations have been accepted by human 
society, and examined issues that need to be resolved in order to inherit low-productivity 
livestock. It can be said that "liberal arts analysis of the contact surface between human and life"
 was executed under the keyword of low productivity. As a result, we have proposed model for 
inheriting of low productivity livestock. It not only analyzes the characteristics of the population
 biologically, but also includes the values of society for livestock and breeding and livestock, the
 origin of livestock and livestock, and the spirit of hunting.

研究分野： 比較形態学、生き物文化誌学

キーワード： 畜産学　動物　民族学　家畜　学融合　育種　飼育　人類学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
畜産学は、実学として経済的合理性に貢献しようとするあまり、家畜とは何かという原初的疑問に答えることを
忘れてきた。本研究は、その風潮を自省しながら、家畜とは人間にとってどういう存在であるかというパラダイ
ムを、生産性や経済性とは独立した視点で考察することができたといえる。人と家畜のヒューマンアニマルボン
ドの在り様を、学融合的・リベラルアーツ的に解析した成果は、我々が家畜をどのように受け止めて人間社会と
共存させていくべきかという、未来社会に普遍の課題に向けた新しい価値観を開拓している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 家畜と人間に関する研究開始当初の問題点として、以下のような構図が成り立っている。 
食糧生産・第一次産業としての畜産業は、先進国が主導する経営的優位性と食糧安全保障の

先鋭化にともなって、育種、飼養、生産、市場、物流に至るまで過度な合理主義が広まり、営
利の限界を目指す余裕のない実態を、世界的に蔓延させている。家畜と人間の間柄からは、文
化的要素・人類誌的性質が完全に失われ、単純な経済活動に変質している。その最たる悪影響
は、生産性・利潤追求を唯一の価値指標とした家畜集団の均質化である。世界の畜産現場は、
欧米が開発する斉一化された家畜集団に席巻され、いまや大多数の品種集団が絶滅しつつあり、
およそ一万年をかけて人類が育んだ家畜の多様性は消失しつつある。 
資本主義・商業経済確立以降に重視された価値観により、人間と家畜の原初的間柄が失われ

たのはもちろんのこと、家畜や畜産を研究する学の側においても、人間と家畜のヒューマンア
ニマルボンドが関心の対象から除かれ、近年の家畜研究は、畜産の市場原理的優位性の要素を
解明するという、実学的命題に終始している。 
家畜集団の営利的標準化は、家畜飼養から流通・消費に至るすべての様態を市場原理的合理

性により集約淘汰し、もはや家畜集団や飼育現場のみならず、畜産物が消費者に届くまでのプ
ロセス全体に対して多様な価値を許さない経済原理の内に閉塞している。それは単にインフラ、
産業構造、事業様態を単純化したのみならず、家畜という「命」を取り巻く人間の精神世界・
心象までをも、変質させてきたといえるだろう。さらに、本来は動物と人間社会との間柄を熟
慮し、その豊かな未来像を提示するべき農学・畜産学までもが、アカデミズムへの実学偏重・
合理主義の広まりとともに、単純に畜産物をめぐる経済性追求のツール開発に陥ってきたと省
みるべき現状にある。 
家畜という「命」と人類の未来の境界面を、資本主義的合理性のみで割り切り続けた農学・

畜産学は、今日、人間と家畜の間柄における欠落に橋を渡すことを期待され、家畜とそれを飼
う社会に対してまったく新しい価値観の創出を希求されているといえるだろう。 
 こうした背景に対して、本特設分野研究は企図されることとなった。 
 
２．研究の目的 
上述の背景においては、今次の畜産学が克服すべき社会的課題を、以下の三つの局面から解

析し、論議し始めることが求められている。 
第一課題・・・生産性が低く、経済性に劣るとされる家畜集団・品種集団が実際に備えている
形質の形態学的・生態学的機能把握 
第二課題・・・第一課題で扱われる劣等とされる形質がこれまでにどのようにして人間社会に
受け入れられ愛されてきたという、「命」と人間の接触面の学際・学融合的解析 
第三課題・・・未来へ向けて品種集団を多様に継承し、家畜と畜産を文化的・人類誌的価値観
とともに多様化させる方策の提言 
この三つの課題は、品種に対する幅広い価値体系の理論基盤を確立することで、克服へ向け

た道筋を開くことができる。そのためには、生産性の評価基準からはまったく注目されること
のない各品種の形質を把握・理解しなければならない。その手法は、古典的に行われてきたよ
うな遺伝学的・還元主義的分析にとどまらず、家畜を飼育・継承する人間と社会を比較・総合
により解析する必要がある。そして、家畜・品種そのものと家畜・品種を見る人間の目の双方
を、同じ水準で把握理解しなければならない。そこに必要なのは、旧来の生物学・畜産学の範
疇を超えた学際・学融合的視点と手法である。 
本研究の究極の目標は、現実の市場原理社会において、家畜品種に人間社会が共有できる価

値観を創造・提起することである。本研究テーマは、家畜の世界から多様性が消えていく現状
を踏まえ、上述のような価値体系創生を最終目標として企図される、家畜という「命」と人間
の間柄に関する学融合的総合解析である。 
 
３．研究の方法 
上記の目的の各課題に対しては、以下のような検討手法を設定することができる。 
第一課題については、各品種の標本を用いた機能形態学的解析により、個体レベルでの形態

形質を収集する。低生産性品種の飼育現場と死体処理現場においては、従来の計測学的検討に
加えて、三次元計測機による形状のデジタル計測を進める。研究代表者遠藤、分担者園江・佐々
木 剛は、それぞれわが国を代表する規模で、家畜の在来品種の骨格標本・剥製標本の収蔵管
理機能を有する機関に所属している。これら機関の保有標本で、骨格形質に反映される低生産
性形質を解析することができる。さらに飼育現場では、品種の外部形態の三次元画像データ化
を進め、マクロ機能解析として細動画撮影による歩様運動特性の記録を行い、家禽ではテレメ
トリーによる農村での放飼中の行動特性を解析し、該当品種の行動パターンを飼育する人の暮
らしとともに解析する。 
対象集団としては、ウシ（ゼブー集団）、ウマ（輓馬集団）、ニワトリ（愛玩品種集団）、ブタ

（低繁殖・低成長集団）、ヤギ（南アジア低改良集団）を主体に解析する。愛玩鶏品種と輓馬品
種については日本国内の集団から生体および標本の精緻なデータが得られ、他品種ではアジア
途上国での現地調査を実施し、機能形態学的・生態学的検討を進める。ゼブーはベトナムとラ



オス、ブタはベトナムとインド、ヤギはインドとバングラデシュ、ニワトリはタイとインドネ
シアにおける、当地に残存する典型的低生産性集団を現地調査の検討対象とする。 
形態学的検討について国内で不足する家畜骨格標本データは、スミソニアン研究所、大英自

然史博物館、フランス国立自然史博物館、ハンガリー国立農業博物館で調査を行うことで、高
水準のデータを構築する。研究代表者遠藤と分担者佐々木基樹の所属機関によって、人体医療
用大型 CT スキャナー、マイクロ CT スキャナー、レーザースキャナーが設備備品として運用さ
れているため、各機種が合致する解析に有効に用いることができる。生体または死体が入手で
きる品種に関しては、線形計測とともに、三次元での形態データの新規導入を進める。また、
現地調査においては、低生産性品種、低生産性形質の機能形態学的特質の高精度解析を進める。
なお、品種集団の客観的把握のため、対象集団の分子遺伝学的資料を収集、議論の客観性を確
固たるものとする。 
第二課題については、上記低生産性品種が飼育される東南・南アジアの農村環境において、

生態人類学的検討、民俗学的情報収集を行い、人間が家畜集団を見る価値観の解析を行う。こ
れは、現地における家畜飼養に用いる建屋・設備、民具等の物的資料の精査を進める。他方、
第一課題で集められた形態・生態情報が飼育する人と人間社会においてどのように評価される
可能性があるかを、認知心理学的側面から分析する。愛玩品種を代表に、育種によって残され
た低生産形質が飼育者にどのような要因をもって価値観を生起させているかを、人の認知心理
学的特質と他者に対する共感性の観点から解析する。適する調査地として、研究組織が人的連
携関係づくりに成果を上げ、またカウンターパートのインフラ整備を進めてきたベトナム、ラ
オス、タイ、インドネシア、中央・西アジア、アフリカなどからの現地調査と資料検討を進め
る。 
 一方、欧州の地方品種として、ウシはキアニーナ、ピエモンテ、ブタはチンタ・セネーズ、
マンガリッツァ、ニワトリはポーリッシュ、トランシルバニア・ネイクドネック、パドヴァナ
を採り上げ、これら品種に対して欧州の社会と人間の心象がどのように発展してきたかを、飼
育する人間を精査することからボトムアップ的に解析する。欧州は興味深い犬種の継承地帯で
もあるため、農用家畜とともにイヌ集団の機能性にも言及する。食用品種に対しては畜産物と
しての成功要因、そしてそれを支える地域社会と農場の精神世界を、民俗学、農村社会学的に
捉える。愛玩品種については、単純な人気調査指標の分析ではなく、認知心理学、生態人類学、
人と動物の関係学による、飼育者が「命」を見る目の総合比較評価を進める。 
第三課題については、第一課題で明らかになる各品種の生物学的特質と第二課題で明らかに

なる人間側からの関心・嗜好・価値観を検討し、「低生産性家畜継承モデル」を構築する。モデ
ルは未来予測や成功への期待を描くだけの単なる想像図ではなく、現在から過去における人間
社会と低生産性家畜の関係を学融合的に分析することによって、どのような要因要素が人間に
積極的に受け入れられてきたかを精査して確立され、人間と家畜品種の多様でポジティブな間
柄を統合したモデルとして提示する。学界に閉塞したモデルとなることを避け、広く社会・経
済・文化の側面から新しいモデルの意義を説き、家畜を見る価値観の刷新を企図する。 
 
４．研究成果 
 進捗した研究成果創出の流れを以下に図示する。 
 

 

 

成果を理論化する背景には、つねに家畜に対する合理主義・経済性追求の高まりが指摘され
る。低生産性と批判される家畜品種を研究対象に採用し「経済性に劣るとされる家畜・品種集
団が現実に備えている形質の機能形態学的・生態学的機能把握」を推進した。東南アジアでは、
ベトナム産家禽の低生産性の理解とその人間側の受容の問題を論議した。同国在来品種ドンタ
オ、ガートレ、ガーアックなどを採り上げ、まったく畜産生産的合理性の無い集団の機能的ス
ペックや社会に受容されるパターンを検討し、低生産性家畜の存在意義と社会における位置づ
けを吟味した。 
また、原種集団との比較研究としては、東南アジアからバングラデシュにかけてのヤケイと

家禽、そしてその人間とのつながりについて検討した。ヤケイと家禽に関して、形態学的な異
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同をデータ化するとともに、フィールドにおいて行動生態学的特質を把握し、何が家禽化の動
因になるのかについて考察した。これは育種動機と呼べるものの把握であると同時に、家畜化
domestication の初期様態を解明する研究成果でもある。関連して狩猟誌的考察のために、森
林や草原での家畜化プロセスの周辺に見られる野生動物の機能形態学的および生態学的特徴を
把握することで、人と“自然の命”との相互関係を探った。カバやリス、コウモリ、ヤマアラ
シ、センザンコウ、サル類、クジラ類など、家畜化初期段階で食糧資源として受容されたであ
ろう野生動物の一定の基礎データを活用して、家畜化を考察することが可能となった。 
また、今日の社会的変革を課題として、家畜を見る人の目の変化を比較総合した。際立った

先進国の事例になるが、実際に日本産ニワトリ品種がその解析には貢献している。また南米の
矮小ウマ品種ファラベラの運動機構を機能形態学的に精査し、育種と体重変化という普遍的な
家畜スペックの議論を深めた。イヌやネコを用いた検討では咀嚼機構を解析し、人の伴侶とし
てのスペック解析に取り組んだ。 
南アジア、中央アジア、アフリカのフィールドにおいては、牧畜の起源、定住の深化に関す

る生態人類学的検討を推進し、オリジナルな狩猟と家畜の断面を把握することができた。アジ
アの役用家畜に関連した農具の検討を、農村研究として推進した。 
「低生産性品種がこれまでどのようにして人間社会に受け入れられ、愛されてきたか」、そし

て「その行く末は何も策を講じなければどういう結果に至るか」を論議するには、人間の精神
世界・心象に踏み込み、事象の理論化を進めるしかない。本検討は、「命と人間の接触面の学融
合的解析」に挑み、比較総合解析を進め、家畜化に関する新たな理論化を推進した。集団継承
のための現実施策は課題として残された部分が多いが、近代市場原理社会において、低生産性
家畜は文化的資産として残していくという意義の説明は可能になったと考えられる。原初的家
畜化という意味では、人文科学的に食肉に向けられる社会の価値観、家畜・牧畜の起源と狩猟
の精神性についての検討を行い、「低生産性家畜継承モデル」を確立した。このモデルは、人間
と家畜生命との間柄の比較総合によって成立したものであり、ヒューマンアニマルボンドを基
軸とした、人と家畜の間柄の新しい理解である。社会的課題である「低生産性家畜の継承」の
道筋を示し、農村社会の解析に基づいて比較総合を推進、低生産性家畜の継承に関して、その
意義を学融合的に理論構築したといえる。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Mitsuzuka, W. and Oshida, T. 43

 １．著者名

10.1292/jvms18-0611

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The effect of the masticatory muscle physiological cross-sectional area on the structure of the
temporomandibular joint in Carnivora.

Journal of Veterinary Medical Science 389-396

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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